
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鍵盤シャーシと、この鍵盤シャーシ上に上下方向に回動可能に配置された複数の鍵と、
これら複数の鍵それぞれに対応して配置され、前記鍵の押鍵操作に伴って回動変位して前
記鍵にアクション荷重を付与するハンマーアームと

を備えた鍵盤装置において、
　 前記鍵に延出部を前記鍵の下方に突出させて延設し、

延出部の下部に前記ハンマーアームの一端部が挿入する上下一対の板部から
なるハンマー保持部を設けたことを特徴とする鍵盤装置。
【請求項２】
　

【請求項３】
　

【請求項４】
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、前記鍵盤シャーシ上に設けられた鍵
ガイドと、

前記鍵ガイドに対応する箇所に、
この延出部の上部に前記鍵ガイドが挿入して上下方向にガイドされるガイド部を設けると
ともに、当該

前記ハンマー保持部の前記一対の板部は、前記鍵の上面とほぼ平行に形成され、これら
一対の板部における前記鍵の長手方向の長さがそれぞれ異なっていることを特徴とする請
求項１に記載の鍵盤装置。

前記ハンマーアームの前記一端部には、前記ハンマー保持部の前記一対の板部間に弾性
変形可能に挿入する弾性突起が設けられていることを特徴とする請求項１又は２に記載の
鍵盤装置。

前記鍵盤シャーシの下面には、前記ハンマーアームを回動可能に支持するハンマー支持



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、電子ピアノなどの鍵盤楽器に用いられる鍵盤装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、電子ピアノなどの鍵盤楽器においては、アコースティックピアノの鍵タッチ感に近
似した鍵タッチ感を得るために、鍵の下側に錘を有するハンマーアームを上下方向に回動
可能に設け、鍵の押鍵操作に伴ってハンマーアームがその錘の重量に抗して回動すること
により、鍵に所定のアクション荷重を付与するようにしたものがある（例えば、特許文献
１参照。）。
【０００３】
【特許文献１】
特開２０００－３５２９７８（Ｐ２０００－３５２９７８Ａ）
【０００４】
この種の鍵盤楽器は、鍵の内部にハンマーアームの一端部である鍵当接部が挿入する中空
部を設け、この中空部に上弾性部と下弾性部とからなる弾性体を設け、この弾性体の上弾
性部と下弾性部とで鍵当接部を上下方向から弾力的に挟むことにより、押鍵時および離鍵
時にハンマーアームの鍵当接部が鍵の中空部内で振動しても、その振動を弾性体の上弾性
部と下弾性部とによって吸収し、ハンマーアームの振動が鍵に伝わらないようにしている
。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような鍵盤楽器では、ハンマーアームによって鍵に所定のアクション
荷重を付与することはできても、押鍵時および離鍵時に弾性体の上弾性部と下弾性部とが
弾性変形するため、鍵を強く押鍵したときに、鍵の押鍵動作に対するハンマーアームの回
動動作に遅れが生じることになり、このためアコースティックピアノの鍵タッチ感に近似
した鍵タッチ感が得られないという問題があるほか、押鍵操作に応じて常に弾性体の上弾
性部と下弾性部とが弾性変形するため、上弾性部と下弾性部との耐久性にも問題がある。
【０００６】
また、このような鍵盤楽器では、鍵の内部にハンマーアームの鍵当接部が挿入する中空部
を設け、この中空部に弾性体を設けるときに、弾性体の上弾性部と下弾性部とを弾性変形
可能に設けなければならないため、その構造が複雑であるばかりか、鍵に弾性体を一体に
成形する場合、その成形用の金型が極めて複雑な構造になり、その製作が面倒で、鍵の製
作コストが高くなるという問題もある。さらに、この鍵盤楽器では、弾性体が鍵の内部の
中空部内に位置し且つ鍵の上面に接近して設けられているので、ハンマーアームの鍵当接
部を弾性体に挟み込む際に、弾性体が見えにくいばかりか、ハンマーアームの鍵当接部を
弾性体に挿入しにくいため、組み立て作業性も悪いという問題もある。
【０００７】
この発明の課題は、簡単な構造で、耐久性および組み立て作業性が良く、且つアコーステ
ィックピアノの鍵タッチ感に近似した鍵タッチ感が良好に得られるようにすることである
。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　この発明は、上記課題を解決するために、次のような構成要素を備えている。なお、各
構成要素には、後述する各実施形態の項で説明される各要素に付されている図面の参照番
号などを括弧と共に付す。
　請求項１に記載の発明は、図１～図１４に示すように、鍵盤シャーシ（１、４０）と、
この鍵盤シャーシ上に上下方向に回動可能に配置された複数の鍵（２）と、これら複数の
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部が設けられていることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の鍵盤装置。



鍵それぞれに対応して配置され、前記鍵の押鍵操作に伴って回動変位して前記鍵にアクシ
ョン荷重を付与するハンマーアーム（３、４１）と

を備えた鍵盤装置において、 前記鍵
に延出部（２７）を前記鍵の下方に突出させて延設し、

延出部の下
部に前記ハンマーアームの一端部（鍵当接部１９、６２）が挿入する上下一対の板部（３
０、３１）からなるハンマー保持部（２９）を設けたことを特徴とする鍵盤装置である。
【０００９】
　この発明によれば、鍵の延出部に設けられてハンマーアームの一端部（つまりハンマー
アームの鍵当接部）が挿入するハンマー保持部を上下一対の板部で構成したので、押鍵時
および離鍵時においてハンマー保持部の一対の板部が弾性変形することがなく、このため
鍵を強く押鍵したときでも、鍵の押鍵動作をハンマーアームに動作遅れが生じることなく
伝えることができ、これによりアコースティックピアノの鍵タッチ感に近似した鍵タッチ
感を良好に得ることができる。また、鍵に延出部を鍵の下方に突出させて延設し、この延
出部の下部にハンマーアームの一端部が挿入するハンマー保持部を設けたので、押鍵時お
よび離鍵時にハンマーアームの振動が鍵の押鍵面に伝わりにくいばかりか、特にハンマー
保持部が一対の板部で構成されているので、鍵の内部に上弾性部と下弾性部とからなる弾
性体を設ける場合に比べて、構造が簡単で、その製作が容易にできると共に、耐久性をも
高めることができるほか、ハンマー保持部の一対の板部が鍵の下方に露出しているので、
ハンマー保持部が見やすくなり、このためハンマーアームの一端部をハンマー保持部に容
易に挿入することができ、これにより組み立て作業性を向上させることができる。
　

【００１１】
　請求項 に記載の発明は、図１～図１４に示すように、前記ハンマー保持部（２９）の
前記一対の板部（３０、３１）が、前記鍵（２）の上面とほぼ平行に形成され、これら一
対の板部における前記鍵の長手方向の長さがそれぞれ異なっていることを特徴とする請求
項１または２に記載の鍵盤装置である。
　この発明によれば、ハンマー保持部の一対の板部における鍵の長手方向の長さがそれぞ
れ異なっているので、ハンマーアームの一端部が挿入するハンマー保持部の挿入口を広く
することができ、これによっても組み立て作業性の向上を図ることができる。特に、一対
の板部のうち、下側の板部の長さが上側の板部よりも短く、且つ下側の板部における挿入
側の端部がこれに対応する上側の板部の端部から挿入側と反対側に向けて離れていれば、
ハンマー保持部の挿入口を下側に向けて十分に広くすることができるので、より一層、ハ
ンマー保持部にハンマーアームの一端部を挿入しやすくすることができる。
【００１２】
　請求項 に記載の発明は、図６～図１４に示すように、前記ハンマーアーム（３、４１
）の前記一端部（鍵当接部６２）に、前記ハンマー保持部（２９）の前記一対の板部（３
０、３１）間に弾性変形可能に挿入する弾性突起（６５）が設けられていることを特徴と
する請求項１～３のいずれかに記載の鍵盤装置である。
　この発明によれば、ハンマーアームの一端部をハンマー保持部に挿入するときに、ハン
マーアームの一端部に設けられた弾性突起が弾性変形してハンマー保持部に挿入するので
、ハンマーアームの一端部をハンマー保持部に容易に且つ確実に挿入させることができ、
これによっても組み立て作業性の向上を図ることができるほか、ハンマーアームの一端部
がハンマー保持部に挿入すると、弾性突起が弾性復帰するので、ハンマーアームの一端部
をハンマー保持部の一対の板部間に確実に保持させることができると共に、押鍵時に弾性
突起が弾性変形するので、ハンマーアームの振動を吸収して鍵に伝わらないようにするこ
ともでき、これによっても良好に押鍵操作ができる。
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、前記鍵盤シャーシ上に設けられた鍵
ガイド（１２）と、 前記鍵ガイドに対応する箇所に、

この延出部の上部に前記鍵ガイド
が挿入して上下方向にガイドされるガイド部（２８）を設けるとともに、当該

また、ハンマー保持部の上方に位置する延出部に設けられたガイド部が鍵盤シャーシの
鍵ガイドによってガイドされるので、鍵の横振れを防ぐことができると共に、ハンマーア
ームの横振れをも防ぐことができ、これにより鍵およびハンマーアームを上下方向に円滑
に動作させることができるので、良好に押鍵操作をすることができる。

２

３



【００１３】
　請求項 に記載の発明は、図１～図５、図１３および図１４に示すように、前記鍵盤シ
ャーシ（１）の下面に、前記ハンマーアーム（３）を回動可能に支持するハンマー支持部
（１３）が設けられていることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の鍵盤装置で
ある。
　この発明によれば、鍵盤シャーシの下面にハンマー支持部を設けたので、鍵盤シャーシ
の下側にハンマーアームを配置することができ、このため鍵盤シャーシ上に鍵を配置した
状態でも、ハンマーアームをハンマー支持部に容易に支持させることができる。このため
、ハンマーアームを鍵盤シャーシに組み付ける前に鍵を鍵盤シャーシに組み付けても良く
、また鍵を鍵盤シャーシに組み付ける前にハンマーアームを鍵盤シャーシに組み付けても
良いので、より一層、組み立て作業性の良いものを得ることができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
［第１実施形態］
以下、図１～図５を参照して、この発明の鍵盤装置の第１実施形態について説明する。
この鍵盤装置は、図１および図２に示すように、合成樹脂製の鍵盤シャーシ１と、この鍵
盤シャーシ１上に上下方向に回動可能に設けられた合成樹脂製の複数の鍵（白鍵と黒鍵、
ただしここでは白鍵について説明する。）２と、これら複数の鍵２にそれぞれアクション
荷重を付与するハンマーアーム３と、各鍵２の押鍵動作に応じてオン信号を出力するゴム
スイッチ４とを備えている。
【００１５】
鍵盤シャーシ１は、図１および図２に示すように、楽器本体の下部ケースを構成するもの
であり、合成樹脂により後述する各部が一体に形成されている。すなわち、鍵盤シャーシ
１の前端部（図１では右端部）には、前カバー部５が底部側から上方に突出して形成され
ており、その後部側には、断面形状がほぼＮ字状の補強部５ａが形成されている。この鍵
盤シャーシ１の中間部における前側には、前側脚部６がほぼ垂直に形成されており、鍵盤
シャーシ１の後端部には、後側脚部７がほぼ垂直に形成されている。これら前側脚部６と
後側脚部７とは、前カバー部５の高さよりも少し低い高さに形成されており、この前側脚
部６の上端部から後側脚部７の上端部に亘って載置部８が形成されている。
【００１６】
この載置部８の下側は、その底部が開放された空間部に形成されており、この開放された
底部は、図１および図２に示すように、底板１０で塞がれるように構成されている。すな
わち、この底板１０は、鍵盤シャーシ１における前側脚部６の前側に位置する個所、およ
び載置部８の中間部と後端部とに位置する個所にそれぞれ垂下された取付ボス９の下端部
にビス１１によって取り付けられている。また、この載置部８における前端部の上面には
、図１および図２に示すように、鍵２の横振れを防ぐための鍵ガイド１２がほぼ垂直に起
立して形成されている。
【００１７】
この鍵ガイド１２の後方に位置する載置部８の下面には、ハンマーアーム３を回動可能に
支持するハンマー支持部１３が下側に向けて形成されている。また、この載置部８の中間
部は、図１および図２に示すように、その断面形状がほぼＷ字状で且つその下面が後上が
り（図１では左上がり）に傾斜して形成され、これにより載置部８の強度およびハンマー
アーム３の回動範囲を確保するように構成されている。この載置部８の中間部には、その
所定個所に複数の支持ボス１５が載置部８の上方に少し突出した状態で形成されており、
これら支持ボス１５上には、スイッチ基板１４が取り付けられている。さらに、載置部８
の後部における上面には、鍵２の後端部を回動可能に支持する鍵支持部１６が上方に突出
して形成されている。
【００１８】
一方、ハンマーアーム３は、図１および図２に示すように、鍵盤シャーシ１の載置部８の
下側に配置されるアーム本体１７と、このアーム本体１７の後端部（図１では左端部）に
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４



設けられた錘部１８と、アーム本体１７の上部前端（図１では上部右端）に設けられた鍵
当接部１９と、アーム本体１７における鍵当接部１９の近傍に設けられた回動支持部２０
とを備えている。このハンマーアーム３は、鍵当接部１９が鍵盤シャーシ１の前側脚部６
に設けられたスリット状の切欠部２１を通して鍵ガイド１２の下側に突出し、錘部１８が
鍵支持部１６の後部下方に位置し、この状態で回動支持部２０が鍵盤シャーシ１のハンマ
ー支持部１３に設けられたハンマー支持軸２２に上下方向に回動自在に取り付けられてい
る。
【００１９】
この場合、鍵当接部１９は、その上面が円弧面に形成され、下面が前上がり（図１では右
上がり）の傾斜面に形成されている。また、このハンマーアーム３は、図１に示すように
、通常は錘部１８の重量によって下方に付勢され、この錘部１８が底板１０上に設けられ
たフェルトなどの下限ストッパ２３に当接し、これにより所定の下限位置に位置規制され
るように構成されている。さらに、このハンマーアーム３は、錘部１８の重量に抗して鍵
２が押鍵された際に、図２に示すように、錘部１８が鍵盤シャーシ１の載置部８の後部下
面に設けられたフェルトなどの上限ストッパ２４に当接し、これにより所定の上限位置に
位置規制されるように構成されている。
【００２０】
鍵２は、図１および図２に示すように、その後端部（図１では左端部）の両側面に鍵取付
孔部２ａが設けられ、この鍵取付孔部２ａが鍵盤シャーシ１の鍵支持部１６に設けられた
鍵支持軸２５に回動可能に取り付けられ、これにより鍵支持軸２５を中心に上下方向に回
動するように構成されている。この鍵２の中間部には、鍵盤シャーシ１の載置部８上に取
り付けられたスイッチ基板１４のゴムスイッチ４を押圧するスイッチ押圧部２６が形成さ
れている。また、この鍵２におけるスイッチ押圧部２６の前側に位置する個所、つまり鍵
盤シャーシ１の鍵ガイド１２に対応する個所には、延出部２７が鍵２の下方に突出して延
設されている。すなわち、この延出部２７は、鍵２内の下面から鍵盤シャーシ１の鍵ガイ
ド１２を経て載置部８の下側に突出して形成されている。この延出部２７の上部には、鍵
ガイド１２が挿入して上下方向にガイドされるガイド部２８が鍵２の後方（図１では左側
）に開放された状態で形成されている。
【００２１】
また、この延出部２７の下部、つまり載置部８の下側に突出した下部には、ハンマーアー
ム３の鍵当接部１９が挿入するハンマー保持部２９が形成されている。このハンマー保持
部２９は、図１および図２に示すように、鍵２の上面つまり押鍵面とほぼ平行な上下一対
の板部３０、３１からなり、これら一対の板部３０、３１における鍵２の長手方向の長さ
がそれぞれ異なった構成になっている。すなわち、このハンマー保持部２９は、一対の板
部３０、３１のうち、下側の板部３１の長さが上側の板部３０よりも短く形成され、且つ
ハンマーアーム３の鍵当接部１９が挿入する挿入側（図１では左側）に位置する下側の板
部３１の端部が上側の板部３０の端部から前側（同図では右側）に離れて形成され、これ
ら一対の板部３０、３１間にハンマーアーム３の鍵当接部１９を摺動可能に挿入して挟む
ように構成されている。
【００２２】
また、この鍵２は、ハンマーアーム３の鍵当接部１９によって上方に付勢され、通常は図
１に示すようにハンマーアーム３の錘部１８が下限ストッパ２３に当接することにより、
鍵２の初期位置である上限位置に位置規制されている。また、この鍵２は、ハンマーアー
ム３の錘部１８の重量に抗して鍵２が押鍵されたときに、図２に示すように、錘部１８が
上限ストッパ２４に当接することにより、下限位置に位置規制されるように構成されてい
る。なお、ゴムスイッチ４は、スイッチ基板１４上に配置されるゴムシートを備え、この
ゴムシートにドーム状の膨出部が形成され、この膨出部内に可動接点が設けられ、この可
動接点がスイッチ基板１４上の固定接点に接離可能に離間して対向し、押鍵動作に応じて
鍵２のスイッチ押圧部２６によって膨出部が押圧されたときに、膨出部が弾性変形して可
動接点が固定接点に接触し、これによりオン信号を出力するように構成されている。
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【００２３】
次に、このような鍵盤装置を組み立てる場合について説明する。
この実施形態では、鍵盤シャーシ１上に鍵２を取り付けた後に鍵盤シャーシ１の下側にハ
ンマーアーム３を取り付けても良く、また逆に、鍵盤シャーシ１の下側にハンマーアーム
３を取り付けた後に鍵盤シャーシ１上に鍵２を取り付けても良い。このため、まず、前者
の組み立て手順について説明する。
この場合には、図３に示すように、予め、スイッチ基板１４を鍵盤シャーシ１の載置部８
の各支持ボス１５に取り付ける。この状態で、鍵２を鍵盤シャーシ１上に配置する。この
ときには、図４に示すように、鍵２の前部に位置する延出部２７のガイド部２８内に鍵盤
シャーシ１の鍵ガイド１２を挿入させると共に、鍵２のスイッチ押圧部２６をスイッチ基
板１４のゴムスイッチ４に対応させ、この状態で鍵２の後端部の鍵取付孔部２ａを鍵盤シ
ャーシ１の鍵支持部１６の鍵支持軸２５に回動可能に取り付ける。
【００２４】
そして、図４に示すように、鍵盤シャーシ１の底部側からハンマーアーム３を載置部８の
下側に挿入し、このハンマーアーム３の鍵当接部１９を鍵盤シャーシ１の前側脚部６に設
けられたスリット状の切欠部２１に挿入させ、この挿入した鍵当接部１９を図１に示すよ
うに鍵２のハンマー保持部２９の一対の板部３０、３１間に挿入すると共に、ハンマーア
ーム３の回動支持部２０を鍵盤シャーシ１の載置部８の下面に設けられたハンマー支持部
１３のハンマー支持軸２２に回動可能に取り付ける。この後、鍵盤シャーシ１の底部に底
板１０を取付ボス９にビス１１によって取り付ける。これにより、鍵盤シャーシ１上に鍵
２が上下方向に回動可能に取り付けられると共に、鍵盤シャーシ１の下側にハンマーアー
ム３が上下方向に回動可能に取り付けられる。
【００２５】
また、後者の場合には、図５に示すように、まず、鍵盤シャーシ１の底部側からハンマー
アーム３を挿入し、このハンマーアーム３の鍵当接部１９を前側脚部６の切欠部２１に挿
入させると共に、ハンマーアーム３の回動支持部２０を鍵盤シャーシ１の載置部８の下面
に設けられたハンマー支持部１３のハンマー支持軸２２に回動可能に取り付ける。そして
、鍵盤シャーシ１の底部に底板１０を取り付けた後、鍵盤シャーシ１の載置部８上にスイ
ッチ基板１４を取り付ける。この状態で、鍵盤シャーシ１上に鍵２を配置し、この鍵２の
ハンマー保持部２９にハンマーアーム３の鍵当接部１９を挿入させると共に、鍵２のガイ
ド部２８内に鍵盤シャーシ１の鍵ガイド１２を上下方向に摺動可能に挿入させる。この後
、鍵２のスイッチ押圧部２６をゴムスイッチ４に対応させて、鍵２の後端部の鍵取付孔部
２ａを鍵盤シャーシ１の鍵支持部１６の鍵支持軸２５に回動可能に取り付ける。これによ
っても、鍵盤シャーシ１上に鍵２を上下方向に回動可能に取り付けることができると共に
、鍵盤シャーシ１の下側にハンマーアーム３を上下方向に回動可能に取り付けることがで
きる。
【００２６】
このように組み立てられた鍵盤装置では、図１に示すように、通常はハンマーアーム３が
その錘部１８の重量によって下方に付勢され、この錘部１８が底板１０上の下限ストッパ
２３に当接し、これによりハンマーアーム３が所定の下限位置に位置規制されると共に、
このハンマーアーム３の鍵当接部１９によって鍵２が上方に付勢されて所定の初期位置で
ある上限位置に位置規制されている。この状態で、ハンマーアーム３の錘部１８の重量に
抗して鍵２を押鍵すると、図２に示すように、その鍵２が後端部の鍵支持軸２５を中心に
時計回りに回動する。このときには、鍵２の延出部２７のガイド部２８が鍵ガイド１２に
よってガイドされるので、鍵２が横振れすることなく、円滑に鍵２の延出部２７が下方に
移動する。
【００２７】
これと同時に鍵２の延出部２７のハンマー保持部２９がハンマーアーム３の鍵当接部１９
を押し下げるので、ハンマーアーム３がハンマー支持軸２２を中心に時計回りに回動する
。これにより、鍵２にハンマーアームの錘部１８の重量に応じたアクション荷重が付与さ
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れる。このときには、ハンマーアーム３の鍵当接部１９が鍵２の延出部２７の下部に設け
られたハンマー保持部２９の一対の板部３０、３１間に挿入されているので、鍵当接部１
９が一対の板部３０、３１間で摺動しながらハンマーアーム３を回動させることができる
と共に、ハンマー保持部２９の板部３０、３１が弾性変形せずに、鍵２の回動動作がハン
マーアーム３に確実に伝達されるので、アコースティックピアノの鍵タッチ感に近似した
鍵タッチ感を得ることができる。
【００２８】
このように鍵２が回動してハンマーアーム３を回動させると、図２に示すように、鍵２の
スイッチ押圧部２６がゴムスイッチ４を押圧して、ゴムスイッチ４をオンさせた後、ハン
マーアーム３の錘部１８が鍵盤シャーシ１の載置部８の下面における後部に設けられた上
限ストッパ２４に当接し、これによりハンマーアーム３および鍵２の回動が停止する。な
お、この後は、ハンマーアーム３がその錘部１８の重量によって上記と逆の方向に回動す
るので、これに伴って鍵２も上記と逆の方向に回動し、これにより鍵２およびハンマーア
ーム３が図１に示す初期位置に戻る。
【００２９】
このように、この鍵盤装置では、鍵２に延出部２７を鍵２の下方に突出させて延設し、こ
の延出部２７の下部にハンマーアーム３の鍵当接部１９が挿入する上下一対の板部３０、
３１からなるハンマー保持部２９を設けたので、押鍵時にハンマー保持部２９の上下一対
の板部３０、３１が弾性変形することがない。このため、鍵２を強く押鍵しても、鍵２の
回動動作をハンマーアーム３に確実に伝達することができるので、先行文献のように鍵２
の回動動作に対してハンマーアーム３の回動動作が遅れることがなく、鍵２の動作をハン
マーアーム３にほぼ同時に伝えることができ、これによりアコースティックピアノの鍵タ
ッチ感に近似した鍵タッチ感を良好に得ることができる。
【００３０】
この場合、延出部２７が鍵２の下方に突出し、この突出した延出部２７の下部に鍵当接部
１９が挿入するハンマー保持部２９を設けたので、押鍵時および離鍵時にハンマーアーム
３の振動が鍵２の上面つまり押鍵面に伝わりにくいばかりか、ハンマー保持部２９の上部
に位置する延出部２７に鍵盤シャーシ１の鍵ガイド１２が挿入してガイドされるガイド部
２８が設けられているので、押鍵時および離鍵時に鍵２およびハンマーアーム３の横振れ
を防ぐことができ、これにより鍵２およびハンマーアーム３を上下方向に円滑に動作させ
ることができるので、良好に押鍵操作をすることができる。
【００３１】
また、この鍵盤装置では、鍵２の下方に突出した延出部２７の下部に鍵当接部１９が挿入
する一対の板部３０、３１からなるハンマー保持部２９を設けたので、先行文献のように
鍵の内部に上弾性部と下弾性部とからなる弾性体を設ける場合に比べて、構造が簡単で、
その製作が容易にできると共に、耐久性をも高めることができるほか、鍵２の延出部２７
の下部が鍵盤シャーシ１の載置部８の下側に突出し、この突出した下部にハンマー保持部
２９を設けたので、このハンマー保持部２９にハンマーアーム３の鍵当接部１９を挿入す
る際、ハンマー保持部２９および鍵当接部１９が見やすくなり、このためハンマー保持部
２９に鍵当接部１９を容易に挿入することができ、これにより組み立て作業性の向上を図
ることができる。
【００３２】
特に、ハンマー保持部２９が一対の板部３０、３１からなり、これら一対の板部３０、３
１のうち、下側の板部３１の長さが上側の板部３０よりも短く、且つ下側の板部３１にお
ける鍵当接部１９の挿入側の端部がこれに対応する上側の板部３０の端部から挿入側と反
対側（図１では右側）に向けて離れているので、ハンマー保持部２９の挿入口を下側に向
けて十分に広くすることができ、これによっても鍵当接部１９をハンマー保持部２９に挿
入しやすくすることができる。また、鍵盤シャーシ１の下面に、ハンマーアーム３を回動
可能に支持するハンマー支持部１３を設けたので、鍵盤シャーシ１の下側にハンマーアー
ム３を配置することができ、このため鍵２を鍵盤シャーシ１上に配置した状態でも、ハン
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マーアーム３をハンマー支持部１３に容易に支持させることができ、このためハンマーア
ーム３よりも先に鍵２を鍵盤シャーシ１に組み付けても良く、また鍵２よりも先にハンマ
ーアーム３を鍵盤シャーシ１に組み付けても良いので、より一層、組み立て作業性の良い
ものを得ることができる。
【００３３】
［第２実施形態］
次に、図６～図１２を参照して、この発明の鍵盤装置の第２実施形態について説明する。
なお、図１～図５に示された第１実施形態と同一部分には同一符号を付して説明する。
この鍵盤装置は、鍵盤シャーシ４０とハンマーアーム４１とが第１実施形態と異なる構造
で、これ以外は第１実施形態とほぼ同じ構造になっている。
すなわち、鍵盤シャーシ４０は、第１実施形態と同様、楽器本体の下部ケースを構成する
ものであり、図６および図７に示すように、合成樹脂により後述する各部が一体に形成さ
れている。この場合、鍵盤シャーシ４０の前端部（図６では右端部）には、前カバー部４
２が底部側から上方に突出して形成されている。
【００３４】
この前カバー部４２の後部側には、断面形状がほぼＮ字状のガイド載置部４３が前カバー
部４２の高さのほぼ半分程度の高さで形成されている。このガイド載置部４３上には、鍵
２の横振れを防ぐための鍵ガイド１２が後方（図６では左側）に突出した先端部からほぼ
垂直に起立した状態で形成されている。また、鍵盤シャーシ４０の中間部における前部側
には、ストッパ載置部４４とハンマー載置部４５とが形成されている。ストッパ載置部４
４は、ガイド載置部４３の高さのほぼ半分程度の高さに形成されており、その上面には、
押鍵されたときに鍵２の下限位置を規制するフェルトなどの下限ストッパ４６が設けられ
ている。ハンマー載置部４５は、ストッパ載置部４４よりも少し高く形成されており、そ
の上面には、ハンマー支持部４７が設けられている。
【００３５】
この場合、ガイド載置部４３の下面およびハンマー載置部４５の下面には、図６および図
７に示すように、取付ボス４８がそれぞれ垂下されており、これら取付ボス４８の下端部
には、ガイド載置部４３、ストッパ載置部４４、およびハンマー載置部４５の各底部を連
続して塞ぐ前側の底板４９がビス５０によって取り付けられている。また、鍵盤シャーシ
４０の中間部における後部側は、鍵盤シャーシ４０の強度を確保するための補強部５１が
ほぼＭ字状に形成されている。この補強部５１は、前部側がハンマー載置部４５とほぼ同
じ高さで、且つ後部側が次第に低くなるように形成されている。この補強部５１の所定個
所には、複数の支持ボス５２がガイド載置部４３よりも高く形成されており、これら支持
ボス５２上には、スイッチ基板１４がビス止めされている。
【００３６】
さらに、鍵盤シャーシ４０の後部には、図６および図７に示すように、鍵保持部５３が前
カバー部４２よりも少し低く、且つスイッチ基板１４よりも少し高く形成されており、そ
の上面には鍵２を回動可能に支持する鍵支持部５４が形成されている。この場合、鍵保持
部５３の前側の脚部５５には、ハンマーアーム４１の後端部が挿入するスリット状の切欠
部５６が設けられている。また、この鍵保持部５３にも、取付ボス５７が垂下されており
、これら取付ボス５７の下端部には、鍵保持部５３の底部を塞ぐ後側の底板５８がビス５
９によって取り付けられている。この底板５８の上面には、ハンマーアーム４１の下限位
置を規制するフェルトなどの下限ストッパ２３が設けられており、鍵保持部５３の下面に
は、ハンマーアーム４１の上限位置を規制するフェルトなどの上限ストッパ２４が設けら
れている。
【００３７】
一方、ハンマーアーム４１は、図６および図７に示すように、鍵盤シャーシ４０の中間部
の上側に配置されるアーム本体６０と、このアーム本体６０の後端部（図６では左端部）
に設けられた錘部６１と、アーム本体６０の前端部（図６では右端部）に設けられた鍵当
接部６２と、アーム本体６０における鍵当接部６２の後部に位置する個所に設けられた回
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動支持部６３とを備えている。このハンマーアーム４１は、鍵盤シャーシ４０の上方から
、錘部６１を鍵盤シャーシ４０の鍵保持部５３における前側の脚部５５の切欠部５６に挿
入させた上、鍵当接部６２を鍵盤シャーシ４０の鍵ガイド１２の下側に配置させ、この状
態で回動支持部６３を鍵盤シャーシ４０のハンマー支持部４７に設けられたハンマー支持
軸６４に上下方向に回動自在に取り付けられている。
【００３８】
この場合、鍵当接部６２は、ゴムなどの弾性材料からなり、その上面が円弧状に形成され
、下面が前上がり（図６では右上がり）の傾斜面に形成されている。この鍵当接部６２の
下部には、弾性突起６５が鍵２の前方（図６では右方向）に向けて突出して形成されてい
る。この弾性突起６５は、後述する鍵２の延出部２７の下部に設けられたハンマー保持部
２９の一対の板部３０、３１間に鍵当接部６２が挿入するときに弾性変形して一対の板部
３０、３１間に挿入され、且つ押鍵操作に応じてハンマーアーム４１が回動するときにも
弾性変形するように構成されている。
【００３９】
このハンマーアーム４１は、図６に示すように、通常は錘部６１の重量によって下方に付
勢され、この錘部６１が底板５８上に設けられたフェルトなどの下限ストッパ２３に当接
することにより、所定の下限位置に位置規制されるように構成されている。また、このハ
ンマーアーム４１は、錘部６１の重量に抗して鍵２が押鍵され際に、図７に示すように、
錘部６１が鍵盤シャーシ４０の鍵保持部５３の下面に設けられたフェルトなどの上限スト
ッパ２４に当接することにより、所定の上限位置に位置規制されるように構成されている
。
【００４０】
また、鍵２は、第１実施形態と同様、その後端部（図６では左端部）の両側面に鍵取付孔
部２ａが設けられ、この鍵取付孔部２ａが鍵盤シャーシ４０の鍵支持部５４に設けられた
鍵支持軸２５に回動可能に取り付けられ、これにより鍵支持軸２５を中心に上下方向に回
動するように構成されている。この鍵２の中間部にも、スイッチ基板１４のゴムスイッチ
４を押圧するスイッチ押圧部２６が下方に向けて形成されており、この鍵２におけるスイ
ッチ押圧部２６の前側に位置する個所、つまり鍵盤シャーシ４０の下限ストッパ４６に対
応する個所には、延出部２７が鍵２の下方に突出して延設されている。この延出部２７の
上部側には、鍵ガイド１２が挿入して上下方向にガイドされるガイド部２８が前側に開放
されて形成されている。
【００４１】
また、この延出部２７の下部には、ハンマーアーム４１の鍵当接部６２が挿入するハンマ
ー保持部２９が形成されている。このハンマー保持部２９も、第１実施形態と同様、鍵２
の上面つまり押鍵面とほぼ平行に形成された上下一対の板部３０、３１からなり、これら
一対の板部３０、３１における鍵２の長手方向の長さがそれぞれ異なった構成になってい
る。すなわち、このハンマー保持部２９は、一対の板部３０、３１のうち、下側の板部３
１の長さが上側の板部３０よりも短く形成され、且つハンマーアーム４１の鍵当接部６２
が挿入する挿入側（図６では左側）に位置する下側の板部３１の端部が上側の板部３０の
端部から前側（同図では右側）に向けて離れて形成され、これら一対の板部３０、３１間
にハンマーアーム４１の鍵当接部６２を摺動可能に挿入して挟むように構成されている。
【００４２】
次に、このような鍵盤装置を組み立てる場合について説明する。
この場合には、図８に示すように、予め、鍵盤シャーシ４０の底部に底板４９、５８をそ
れぞれ取り付ける。この後、ハンマーアーム４１を鍵盤シャーシ４０上に配置する。この
ときには、ハンマーアーム４１の錘部６１を鍵盤シャーシ４０の鍵保持部５３における前
側の脚部５５の切欠部５６に挿入させた上、鍵当接部６２を鍵盤シャーシ４０の鍵ガイド
１２の下側に配置させ、この状態で回動支持部６３を鍵盤シャーシ４０のハンマー支持部
４７に設けられたハンマー支持軸６４に回動自在に取り付ける。
【００４３】
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そして、鍵盤シャーシ４０の中間部に設けられた支持ボス５２上にスイッチ基板１４を取
り付けた後、その上方から鍵２を鍵盤シャーシ４０上に取り付ける。このときには、まず
、延出部２７の上部に設けられたガイド部２８に鍵盤シャーシ４０の鍵ガイド１２を挿入
させ、この状態で鍵２の延出部２７の下部に設けられたハンマー保持部２９の一対の板部
３０、３１間にハンマーアーム４１の鍵当接部６２を挿入させる。この後、鍵２のスイッ
チ押圧部２６をスイッチ基板１４のゴムスイッチ４に対応させて、鍵２の後端部の鍵取付
孔部２ａを鍵盤シャーシ４０の鍵支持部５４の鍵支持軸２５に回動可能に取り付ける。こ
れにより、鍵盤シャーシ４０上に鍵２が上下方向に回動可能に取り付けられると共に、鍵
盤シャーシ４０の下側にハンマーアーム４１が上下方向に回動可能に取り付けられる。
【００４４】
この場合、鍵２の延出部２７に設けられたハンマー保持部２９にハンマーアーム４１の鍵
当接部６２を挿入させるときには、図９に示すように、ハンマー保持部２９の下側の板部
３１の後方（図９では左側）に鍵当接部６２を対応させ、この状態で鍵２を押し下げる。
すると、図１０に示すように、ハンマー保持部２９の下側の板部３１が鍵当接部６２の弾
性突起６５に当接する。そして、図１１に示すように、鍵２を更に押し下げると、ハンマ
ー保持部２９の下側の板部３１が鍵当接部６２の弾性突起６５を押し下げるので、弾性突
起６５が下方に向けて弾性変形し、下側の板部３１を弾性突起６５が乗り越える。これに
より、図１２に示すように、鍵当接部６２がハンマー保持部２９の一対の板部３０、３１
間に挿入されると共に、弾性突起６５も一対の板部３０、３１間に挿入されて弾性復帰し
、この弾性復帰した弾性突起６５によって鍵当接部６２が一対の板部３０、３１間に摺動
可能に係止される。
【００４５】
このような鍵盤装置においても、第１実施形態と同様、鍵２がハンマーアーム４１の錘部
６１の重量に抗して押鍵されると、図７に示すように、鍵２が後端部の鍵支持軸２５を中
心に時計回りに回動し、鍵２の延出部２７のガイド部２８が鍵ガイド１２によってガイド
されながら下方に移動する。これに伴って鍵２の延出部２７のハンマー保持部２９がハン
マーアーム４１の鍵当接部６２を押し下げるので、ハンマーアーム４１がハンマー支持軸
２２を中心に時計回りに回動する。これにより、鍵２にハンマーアームの錘部６１の重量
に応じたアクション荷重が付与されるので、アコースティックピアノの鍵タッチ感に近似
した鍵タッチ感が得られる。
【００４６】
このときには、ハンマーアーム４１の鍵当接部６２が鍵２の延出部２７の下部に設けられ
たハンマー保持部２９の一対の板部３０、３１間に挿入されているので、鍵当接部６２が
一対の板部３０、３１間で摺動しながらハンマーアーム４１が回動する。そして、図７に
示すように、鍵２のスイッチ押圧部２６がゴムスイッチ４を押圧してゴムスイッチ４をオ
ンさせた後、ハンマーアーム４１の錘部６１が鍵盤シャーシ４０の鍵保持部５３の下面に
設けられた上限ストッパ２４に当接し、ハンマーアーム４１および鍵２の回動が停止する
。なお、この後は、ハンマーアーム４１がその錘部６１の重量によって上記と逆の方向に
回動するので、これに伴って鍵２も上記と逆の方向に回動し、これにより鍵２およびハン
マーアーム４１が図６に示す初期位置に戻る。
【００４７】
このように、この鍵盤装置においても、第１実施形態と同様の作用効果があるほか、特に
鍵当接部６２をゴムなどの弾性材料で形成し、この鍵当接部６２の下部に弾性突起６５を
鍵２の前方（図６では右方向）に向けて突出させて形成したので、鍵２の延出部２７の下
部に設けられたハンマー保持部２９に鍵当接部６２を挿入させるときに、鍵当接部６２の
弾性突起６５が弾性変形し、これにより鍵当接部６２をハンマー保持部２９の一対の板部
３０、３１間に容易に且つ確実に挿入させることができ、これによっても組み立て作業性
の向上を図ることができる。また、鍵当接部６２がハンマー保持部２９に挿入すると、弾
性突起６５が弾性復帰するので、鍵当接部６２をハンマー保持部２９の一対の板部３０、
３１間に確実に保持させることができると共に、押鍵時に弾性突起６５が弾性変形するこ
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とにより、ハンマーアーム４１の振動を吸収して鍵２に伝わらないようにすることができ
、これによっても良好に押鍵操作ができる。
【００４８】
なお、上記第２実施形態では、ハンマーアーム４１を鍵盤シャーシ４０上に配置した場合
について述べたが、これに限らず、例えば図１３および図１４に示す変形例のように構成
しても良い。この場合には、第１実施形態と同様に鍵盤シャーシ１およびハンマーアーム
３を構成し、且つハンマーアーム３の鍵当接部６２を第２実施形態と同様にゴムなどの弾
性材料で形成し、この鍵当接部６２の下部に弾性突起６５を鍵２の前方（図１３では右方
向）に向けて突出させて形成すれば良い。この場合にも、弾性突起６５は、第２実施形態
と同様、鍵２の延出部２７の下部に設けられたハンマー保持部２９の一対の板部３０、３
１間に鍵当接部６２を挿入させるときに弾性変形し、ハンマー保持部２９の一対の板部３
０、３１間に挿入されると弾性復帰するように構成すれば良い。このような鍵盤装置では
、第１実施形態と第２実施形態の両方の作用効果がある。
【００４９】
また、上記第２実施形態では、鍵当接部６２をゴムなどの弾性材料で形成し、この鍵当接
部６２の下部に弾性突起６５を形成したが、必ずしも弾性突起６５を形成する必要はない
。また、必ずしも鍵当接部６２をゴムなどの弾性部材で形成する必要もなく、第１実施形
態と同様、アーム本体６０と同じ材料で一体に形成した構造であっても良い。このように
構成しても、第１実施形態と同様の作用効果がある。
【００５０】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、鍵盤シャーシと、この鍵盤シャーシ上に上下方
向に回動可能に配置された複数の鍵と、これら複数の鍵それぞれに対応して配置され、鍵
の押鍵操作に伴って回動変位して鍵にアクション荷重を付与するハンマーアームとを備え
た鍵盤装置において、鍵に延出部を鍵の下方に突出させて延設し、この延出部の下部にハ
ンマーアームの一端部が挿入する上下一対の板部からなるハンマー保持部を設けたので、
押鍵時および離鍵時においてハンマー保持部の一対の板部が弾性変形することがない。こ
のため、鍵を強く押鍵したときでも、鍵の押鍵動作をハンマーアームに動作遅れが生じる
ことなく伝えることができ、これによりアコースティックピアノの鍵タッチ感に近似した
鍵タッチ感を良好に得ることができる。
【００５１】
また、鍵に延出部を鍵の下方に突出させて延設し、この延出部の下部にハンマーアームの
一端部が挿入するハンマー保持部を設けたので、押鍵時および離鍵時にハンマーアームの
振動が鍵の押鍵面に伝わりにくいばかりか、ハンマー保持部が一対の板部で構成されてい
るので、鍵の内部に上弾性部と下弾性部とからなる弾性体を設ける場合に比べて、構造が
簡単で、その製作が容易にできると共に、耐久性をも高めることができるほか、ハンマー
保持部の一対の板部が鍵の下方に露出しているので、ハンマー保持部が見やすくなり、こ
のためハンマーアームの一端部をハンマー保持部に容易に挿入することができ、これによ
り組み立て作業性を向上させることができる。
【００５２】
この場合、延出部におけるハンマー保持部の上側に位置する個所に、鍵盤シャーシの鍵ガ
イドによってガイドされるガイド部を設けたことにより、ハンマー保持部の上側に位置す
る延出部に設けられたガイド部が鍵盤シャーシの鍵ガイドによってガイドされるので、鍵
の横振れを防ぐことができると共に、ハンマーアームの横振れをも防ぐことができ、これ
により鍵およびハンマーアームを上下方向に円滑に動作させることができるので、良好に
押鍵操作をすることができる。
【００５３】
また、ハンマー保持部の一対の板部が鍵の上面とほぼ平行に形成され、これら一対の板部
における鍵の長手方向の長さがそれぞれ異なっていることにより、ハンマーアームの一端
部が挿入するハンマー保持部の挿入口を広くすることができ、これによっても組み立て作
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業性の向上を図ることができる。特に、一対の板部のうち、下側の板部の長さが上側の板
部よりも短く、且つ下側の板部における挿入側の端部がこれに対応する上側の板部の端部
から挿入側と反対側に向けて離れていれば、ハンマー保持部の挿入口を下側に向けて十分
に広くすることができ、より一層、ハンマー保持部にハンマーアームの一端部を挿入しや
すくすることができる。
【００５４】
また、ハンマーアームの一端部には、ハンマー保持部に弾性変形可能に挿入する弾性突起
が設けられていることにより、ハンマーアームの一端部をハンマー保持部に挿入するとき
に、ハンマーアームの一端部に設けられた弾性突起が弾性変形してハンマー保持部に挿入
するので、ハンマーアームの一端部をハンマー保持部の一対の板部間に容易に且つ確実に
挿入させることができ、これによっても組み立て作業性の向上を図ることができるほか、
ハンマーアームの一端部がハンマー保持部に挿入すると、弾性突起が弾性復帰するので、
ハンマーアームの一端部をハンマー保持部に確実に保持させることができると共に、押鍵
時に弾性突起が弾性変形するので、ハンマーアームの振動を吸収して鍵に伝わらないよう
にすることができ、これによっても良好に押鍵操作ができる。
【００５５】
さらに、鍵盤シャーシの下面にハンマーアームを回動可能に支持するハンマー支持部を設
けたことにより、鍵盤シャーシの下側にハンマーアームを配置することができ、このため
鍵盤シャーシ上に鍵を配置した状態でも、ハンマーアームをハンマー支持部に容易に支持
させることができる。このため、ハンマーアームを鍵盤シャーシに組み付ける前に鍵を鍵
盤シャーシに組み付けても良く、また鍵を鍵盤シャーシに組み付ける前にハンマーアーム
を鍵盤シャーシに組み付けても良いので、より一層、組み立て作業性の良いものを得るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の鍵盤装置の第１実施形態を示した断面図。
【図２】図１の鍵を押鍵した状態を示した断面図。
【図３】図１の鍵盤シャーシに鍵を取り付ける状態を示した断面図。
【図４】図３の鍵が取り付けられた鍵盤シャーシにハンマーアームを取り付ける状態を示
した断面図。
【図５】図１の鍵盤シャーシにハンマーアームを取り付けた後に鍵を取り付ける状態を示
した断面図。
【図６】この発明の鍵盤装置の第２実施形態を示した断面図。
【図７】図６の鍵を押鍵した状態を示した断面図。
【図８】図６の鍵盤シャーシにハンマーアームを取り付けた後に鍵を取り付ける状態を示
した断面図。
【図９】図８においてハンマーアームの鍵当接部をハンマー保持部に挿入するときに鍵当
接部を下側の板部の後方に対応させた状態を示した要部の断面図。
【図１０】図９の状態で鍵を押し下げて下側の板部を鍵当接部の弾性突起に当接させた状
態を示した要部の断面図。
【図１１】図１０の状態で鍵を更に押し下げて下側の板部で鍵当接部の弾性突起を下方に
向けて弾性変形させた状態を示した要部の断面図。
【図１２】図１１の状態で更に鍵を押し下げて鍵当接部の弾性突起が下側の板部を乗り越
えた後に鍵当接部がハンマー保持部に挿入された状態を示した要部の断面図。
【図１３】第２実施形態の変形例における非押鍵状態を示した要部の断面図。
【図１４】図１３の鍵を押鍵した状態を示した要部の断面図。
【符号の説明】
１、４０　鍵盤シャーシ
２　鍵
３、４１　ハンマーアーム
４　ゴムスイッチ
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８　載置部
１２　鍵ガイド
１３、４７　ハンマー支持部
１６、５４　鍵支持部
１７、６０　アーム本体
１８、６１　錘部
１９、６２　鍵当接部
２０、６３　回動支持部
２１、５６　切欠部
２７　延出部
２８　ガイド部
２９　ハンマー保持部
３０、３１　板部
６５　弾性突起
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(14) JP 3846426 B2 2006.11.15



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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